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【別紙】 取扱説明書

シャワー・小物フック付き不凍水栓柱 

開閉防止型不凍水栓柱
このたびは、弊社製品をご利用いただきましてありがとうございます。ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みください。

お読みになったあとはいつでも見ることができるようにしてください。

安全上のご注意 
ここに示した内容は、状況によって重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ずお守り

ください。取扱いを誤った場合に生じる危険とその程度を「警告」と「注意」で、お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

警告 取扱いを誤った場合、死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容です。 

注意 取扱いを誤った場合、軽傷を負う可能性が想定される内容又は物的損害の発生が想定される内容です。 

禁止 してはいけない行為(禁止事項)を示しています。 

強制 しなければならない行為(強制・指示)を示しています。

使用上のご注意 

注意

禁止 

・本製品に衝撃や無理な力を与えたり、重い物を立てかけたり、ぶら下げたりしないでください。故障や漏水の原因になります。 

・シャワーホースを引っ張ったり、物を掛けたりしないでください。 

・シャワーヘッドを下に落としたり、ぶつけたりしないでください。 

・本製品を分解しないでください。故障や漏水の原因になります。 

・本製品、配管などにアースをとらないでください。腐食や漏水の原因になります。 

・本製品に油や溶剤、薬品類を付着させないでください。漏水や作動不良、破損の恐れがあります。 

・製品本来の用途以外には使用しないでください。 

・解氷にはバーナーや電気解氷器などは使用しないでください。故障や火災などの原因になります。解氷を行う場合は必ず40℃程度のぬるま湯を使

用してください。熱湯をかけると本製品が破損する恐れがあります。周囲の安全を確認し、やけどに注意してください。 

強制 

・本製品に何らかの異常が発生した場合は、すぐに最寄りの工事店へ連絡してください。 

・使用しないときは必ず蛇口を閉めてください。 

・本製品で凍結予防操作をする場合は製品内に空気を導入してください。空気が入らないと凍結する恐れがあります。 

・冬期間は水を使用したのち、ただちに凍結予防操作を行ってください。短時間で凍結する恐れがあります。 

・お手入れをする場合は、水で濡らした柔らかい布やスポンジなどで水洗いしてください。汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤を使用してくださ

い。有機溶剤入りの洗剤や薬品類は使用しないでください。部品が溶けたり、印刷が消えたり、塗装が剥がれる恐れがあります。 

・冬期間で気温が低いときや、長い間水を使用しないときは必ず凍結予防操作を行ってください。

シャワーと小物フックの使用方法 
【水を使用する場合】 

もう一枚の取扱説明書の「水を使用する場合」に従って操作してください。 

シャワーを使用する場合は、メタルコネクターをメタルニップルに取付けてから操作してください。

注意：汚水逆流の原因になりますので、シャワーヘッドを水に沈めないでください。

【凍結を予防する場合】 

シャワーが接続されている場合は、蛇口が閉まっていることを確認して、必ず操作前にメタルコネクターを外し

てください。 

もう一枚の取扱説明書の「凍結を予防する場合」に従って操作してください。 

取外したシャワー内部の水を完全に抜いてください。

注意：汚水逆流の原因になりますので、シャワーヘッドを水に沈めないでください。

【小物フックを使用する場合】 

タオルや小物を掛けるフックです。

注意：故障の原因になりますので、小物フックに重い物を掛けないでください。また、それ以外の用途には使用しないでください。 

開閉防止型の使用方法 
【水を使用する場合】 

蛇口が閉まっていることを確認してからキーキャップを外し、専用キーを差し込んで、専用キーのハンドルを「給

水」又は「でる」方向へ最後まで回してください。流量調整は蛇口のハンドルで行ってください。回転吐水口付き

の場合は、専用キーのハンドルで流量調整してください。

【凍結を予防する場合】 

蛇口を閉め、専用キーのハンドルを「凍結予防」又は「とまる」の方向へ最後まで回してください。そのままで本

製品の水が抜けます。凍結予防操作後、蛇口を開けてください。ホースが付いている場合には必ず操作前に外して

ください。使用後は専用キーを抜いて、キーキャップを取付けてください。
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